入札説明書
　この入札説明書は、本件調達に係る入札公告のほか、本件調達に関し、一般競争入札に参加しようとするもの（以下「入札参加者」という。）が熟知し、かつ、遵守しなければならない一般的事項を明らかにするものである。
１　一般競争入札に付する事項
　⑴　調達案件名称及び数量
　　　PCR装置賃貸借　一式（詳細は仕様書のとおり）
　⑵　契約期間

　　　令和８年１２月１日から令和１４年１１月３０日
　⑶　設置場所

　　　埼玉県熊谷市原井１－２
　　　埼玉県食肉衛生検査センター　１階　PCR検査室（測定）
　⑷　入札方法
　　　本件入札は、埼玉県物品調達等電子入札運用基準に基づき、埼玉県電子入札共同システム

　　（以下「電子入札システム」という。）により行う。
２　入札参加者に必要な資格
　　入札公告に示すとおり。
３　入札参加資格の確認

　入札公告に示すとおり。なお、参加資格の確認については入札参加者の負担において完全な説明をしなければならない。また、説明義務を履行しない者の入札書は、落札の対象としない。参加資格審査結果については、電子入札システムにより通知する。
４　入札保証金
　　入札公告に示すとおり。
５　仕様書に関する問合せ先

　　　〒３６０－０２３５　埼玉県熊谷市原井１－２
　　　　　　　　　　　　　埼玉県食肉衛生検査センター　精密検査担当　杉山
　　　　　　　　　　　　　電話　０４８－５３２－８４２２
　　　　　　　　　　　　　E-mail　p5378712@pref.saitama.lg.jp

６　入札及び開札
　⑴　入札参加者は、入札説明書、仕様書及びその他添付書類等を熟知の上、入札しなければならない。入札後、仕様書等についての不知又は不明を理由として異議を申し立てることはできない。
　⑵　落札決定に当たっては、電子入札システムに記録された金額の１０％に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額（整数）を入札するものとする。
　　　また、落札となるべき同価の入札をした者が２人以上あるときは、電子入札システム内の電子くじを実施し落札者を決定するので、入札書提出時に３桁のくじ番号を任意に設定し、入札すること。
　⑶　入札金額は、日本国通貨による表示に限るものとする。
　⑷　入札金額等の電子入札システムへの記録又は入札書の受付期間
　　　令和８年１０月２２日（木）午後３時から令和８年１０月２６日（月）午前１０時まで
　⑸　開札の場所及び日時

　　　埼玉県食肉衛生検査センター
　　　令和８年１０月２６日（月）午前１０時２０分
　　　なお、開札への立会いは不要とする。
　⑹　入札参加者は、その提出した入札書の引換え、変更又は取消しをすることができない。
７　入札の無効
　　入札公告に示すとおり。
８　落札者の決定
　⑴　落札決定に当たっては、予定価格に１１０分の１００を乗じて得た価格の合計額の範囲内で、最低の価格をもって入札をした者とする。
　⑵　落札となるべき価格の入札をした者が２人以上あるときは、直ちに電子入札システムの電子くじにより、落札者を決定する。なお、くじ番号を記載していない者があるときは、立会職員がこれに代わって、くじ番号を入力し、落札者を決定する。
　⑶　落札者を決定したときは、落札者を決定したこと、落札者の氏名及び落札金額を速やかに当該入札者に通知し、埼玉県ホームページに公開する。
　⑷　落札者が契約担当者等の定める期日までに契約書の取り交わしをしないときは、落札の決定を取り消すものとする。
９　再度入札等に関する事項
　⑴　初度の入札において落札者がいない場合は、入札条件を変更しないで直ちに再度入札に付する。この場合、電話連絡等にて再度入札の通知をするので、希望者はシステムにて入札書を提出すること。再度入札は１回まで行う。
　⑵　再度入札を行う場合の予定日時は、次のとおりとする。
　　ア　再度入札書金額等の電子入札システムへの記録期間
　　　　令和８年１０月２６日（月）午後１時から令和８年１０月２７日（火）午前１０時まで
　　イ　再度開札日時

　　　　令和８年１０月２７日（火）　午前１０時２０分
　⑶　初度の入札において無効入札をした者は、再度入札に加わることができない。
　⑷　再度入札に付して落札者がいないときは、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第８号に基づき随意契約を締結する。
　⑸　上記⑷の場合についての随意契約希望者は、見積書にて入札書と同様に提出すること。提出期限については、希望者に対し通知するものとする。
１１　契約に関する事項
　⑴　契約手続において使用する言語と通貨は、日本語及び日本国通貨に限る。
　⑵　契約の相手方は、契約保証金として契約金額（消費税及び地方消費税を含むものとする。）に、契約保証金の率（１００分の１０以上）を乗じた額を納付するものとする。ただし、埼玉県財務規則第８１条第２項の規定に該当する場合は、免除する（別紙「契約保証金について」を参照のこと）。
　⑶　契約の相手方は、内訳書を提出すること。
　⑷　契約に当たっては、契約書を作成し、双方が記名押印することにより当該契約は確定する。
１０　支払条件

　埼玉県は、適法な代金請求書を受理した日から３０日以内に当該代金を契約の相手方に支払うものとする。
１１　その他必要な事項

　⑴　入札参加者又は契約の相手方が本件の調達に関して要した費用は、全て当該入札参加者又は当該契約の相手方が負担するものとする。
　⑵　入札参加者は仕様書を熟読し、応札しなければならない。不明点をもって契約業者に帰される責任は回避できないものとし、事前に不明点は埼玉県食肉衛生検査センターへ問い合わせること。

　なお、履行不能又は著しい履行遅延が想定される場合は、当該契約の締結後であっても契約解除事由とする。また、これらに起因する一切の損害は契約業者の負担とし、併せて別途損害賠償請求を行うものとする。

　⑶　システム障害、天災が原因の停電等で入札・開札事務が処理できない場合は、入札・開札の延期や入札書を使用して行う入札への移行の措置を講ずるものとする。
　なお、入札・開札の延期や入札書を使用して行う入札への移行の措置を講ずる場合は、電話、ファクシミリ、埼玉県ホームページ等により、必要な事項を連絡するものとする。
